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工 　　程 要　　　　　  領 作業のポイント 
スプレー条件（参考） 

吐出量バルブ 運行速度 距離（�） No.

補修塗装部より広めにSUウォッシュコンパウンド/
スコッチブライトP１０００～P１２００で水研ぎする 

旧塗膜の 
足付け 

脱脂・清掃 

下塗り 

カラーベース 

セッティング 

クリヤー 

クリヤーボカシ
ギワの肌調整 

乾　燥 

磨き仕上げ 

（ボカシレベリング剤） （８０硬化剤） 

（メタリックエナメルベース） （硬化剤） （シンナー） 

ムラ消し～ボカシ塗り 
 （A）　　　　　（シンナー） 

約１０分 

（A） 

シリコンオフで汚れを除去し、タッククロ 
スでゴミを拭き取る。 

クリヤー仕上げをする範囲に塗る。 

１５～２０ 

２０～２５ 

１０～１５ 

１５ １.５回転 

２.０回転 

１.５～２.０ 
回転 

普通 （０.８�／秒） 

１.５～２.０ 
回転 

１.０～１.５ 
回転 

普通 

普通 

１０～１５ -

速め 

（拾い塗り） 
プラサフ部を中心にうすく拾い塗り 
（色ぎめ） 
うすく数回に分けてスケのないように 
塗る。 

うすく １～２回半つや程度に塗る 
（ガサツキがないように） 

メタリックエナメルの指触乾燥後、少
しツヤが出るようにうすく捨て塗り
を行い、十分に乾燥させてから数回
塗り、肌を整える。各回のフラッシュ
オフは、指触乾燥以上十分にとる。 

クリヤーのボカシギワのザラツキ部
にうすく吹き付け、肌を整える。 

ボカシギワの細かいザラツキ部にう
すく数回塗り、ツヤが均一に出る程
度に仕上げる。 

ボデー温度キープ 

ゴミ付着・肌アレ部はP１５００～P２０００
のペーパーまたは砥石で水研ぎする。 
研ぎ部・ボカシ部はスーパーコンパ
ウンド（研磨用）で磨き肌を整える。 
更にスーパーコンパウンド（仕上用） 
で磨きツヤを整える。（スポンジバフ
がよい） 

�再補修する場合は必ず強制乾燥（６０℃×２０分）
を行ってから塗装して下さい。 
�吐出量バルブの回転数はワイダー８８タイプ。 

拾い塗り～色ぎめ 

１ １００ 

０～２０ １００ 

１０ １００～ 
１２０ １００ 

（B） １０ １００ ５～２０ 

（SUクリヤーベース）    （硬化剤）    （シンナー） 

捨て塗り～仕上げ塗り 

（C） １００ ５０～１００ 

  （B） 　　 （ボカシレベリング剤） 

クリヤーのボカシ〔Ⅰ〕 

１００ １０～２０ 

  （C） 　　（ボカシレベリング剤） 

クリヤーのボカシ〔Ⅱ〕 

指触乾燥以上 

スーパーコンパウンドシステム 

強制乾燥の場合はセッティング約１０分 
２０℃×３時間以上または６０℃×２０分 

（ボカシギワ２０℃×１６時間以上 
または６０℃×４０分） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

注）�スプレー条件 
スプレーガン口径 ： １.３ｍ／ｍ 
吹　付　圧　力 ： ０.１５～０.２０MPa（１.５～２㎏／�） 

 （ボカシギワの肌調整０.１０～０.１５MPa 
（１～１.５㎏／�））�

スプレーパターン ： 全開 

メタリック・2コートパールのボカシ塗料仕様 

標準塗装仕様 
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1 硬化剤の配合 2 希釈塗料の可使時間 

3 乾燥 

１）塗装条件：531ホワイトを使用。膜厚70μ 
２）旧塗膜の種類、膜厚、塗色、湿度、風速、シンナーのタイプなど
の諸条件で変わります。左記はあくまでも参考値です。 

３）レタンPG80Ⅲを塗装後、キズ等の補修でラッカー系パテやプラサ
フを塗装する場合、あるいはライン引き、文字書き等にラッカー
系上塗り塗料を塗装する場合には、左記「完全硬化」後に行って
ください。チヂミ、ワレ、ツヤ引けを起こすことがあります。 

４）ファンタックは、完全硬化後にご使用ください。 
※ボカシ際のコンパウンド磨き可能時間は、次の通りです。 
　　　10℃　24時間　　　30℃　6時間 
　　　20℃　16時間　　　60℃　40分 
５）（　）は硬化剤速乾形 

60℃ 30℃ 20℃ 10℃ 

10分 
（8分） 

5分 
（4分） 

3分 
（2分） － 指 触 乾 燥 

40分 
（35分） 10分 17分 20分 中研ぎ可能 

24時間 
（20時間） 

16時間 
（12時間） 

6時間 
（5時間） テープ可能 

6時間 
（5時間） コンパウンド磨き可能 ※ 

屋外放置可能 

ガソリンOK

完 全 硬 化 

20分 8時間 12時間 20時間 

30分 

50分 

20時間 

40時間 

24時間 

48時間 

36時間 

72時間 

20分 

20分 2時間 3時間 

塗料ベース 

�硬化剤配合量の注意 

硬化剤 10：1
１）正確に計量し、十分攪拌してからお使いください。 
２）硬化剤が多いと乾燥が悪くなり、少ないと塗膜性能が十分
に発揮できません。 

３）硬化剤は空気中の水分とも反応し硬化しますので、使用後
はただちに密閉し、冷暗所に保管してください。 

硬化剤を混入したものは、可使時間以内に使いきってください。ゲル
化や増粘していない状態でも、すでに局部的な反応が進んでいますので、
塗膜欠陥の原因となります。尚、原色によっては上記より若干短いも
のがあります。 

８時間以内 １６時間以内 

液温１０℃ 液温２０℃ 液温３０℃ 

５時間以内 

 硬化剤量（％） 

乾　燥 

ワ　レ 

付　着 

0 

◎ 
× 
× 

5 

◎ 
△ 
△ 

10 

◎ 
◎ 
◎ 

20 

× 
○ 
◎ 

実用範囲 

 

4 レタンPGシンナーの選び方 

１）レタンPGシンナーをお使いください。 
２）左記の表はあくまでも一例です。諸条件（特に風速）によって変

動しますので、ご留意ください。 
３）ボカシぎわのミストは、レタンPGボカシレベリング剤（またはレ

タンPGボカシ用シンナー）を用いてなじませてください。 

４）特に蒸発速度を遅くしたい時は、レタンPGノンブラをシンナーに
対して10％以内添加してください。 

※部分補修　ドアパーツ1枚以内 
※全塗装　片側全面以上 

塗装区分 
シンナー 
の 種 類 

適 用 範 囲 （℃） 

5 10 15 20 25 30 35 40

超遅乾形 

遅 乾 形 

標 準 形 

速 乾 形 

超速乾形 

超々遅乾形 

超遅乾形 

遅 乾 形 

標 準 形 

速 乾 形 

※ 
部　　分 
補修塗装 

※ 
全 塗 装 

25℃以下 

25℃以上 

標　準　形 

遅　乾　形 

標　準　形 

超 遅 乾 形 

レタンPG 
ボカシレベリング剤 

レタンPG 
ボカシ用シンナー 

項　　目 ２液アクリルラッカー レタンPG８０Ⅲ 項　　目 ２液アクリルラッカー レタンPG８０Ⅲ 

塗
装
作
業
性
 

塗
膜
性
能
 

仕
上
が
り
 

乾燥性（シマリ） 

メタリック吹きムラ 

メタリック戻りムラ 

ボカシ易さ 

とまり 

磨き易さ 

テープ跡 

調色性（メタリック方向性） 

塗りツヤ 

塗り肌
 

 

磨きツヤ 

肉持ち 

再補修性（チヂミ） 

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 

○ 
○ 
◎ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

付着性 

物理性 

耐水性 

耐ガソリン性 

ツヤ退け 

ツヤ持ち 

ワレ 

ヤケ 

一　　般 

高　　級 

△ 
△ 
△ 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
 
 
△ 

△ 
 
 
 
△ 
△ 
△ 
△ 

（製品概要） 
高級車の塗装に最適・加速反応形アクリルポリオール（ベース）と無黄
変形ポリイソシアネート（硬化剤）を主成分とした超速乾形純ウレタン
樹脂塗料。 
（特長） 
１. 豪華な塗肌。　２. 調色が容易。　３. 驚異的な耐久性。 

使用方法 

塗膜性能比較 

1
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工 　　程 要　　　　　  領 作業のポイント 
吐出量バルブ 運行速度 距離（�） 

No.

補修塗装部より広めにSUウォッシュコンパウンド/
スコッチブライトP１０００～P１２００で水研ぎする 

旧塗膜の 
足付け 

脱脂・清掃 

下塗り 

にごりパール
ベース 

パールベース 

カラーベース 

セッティング 

色確認 

クリヤー 

クリヤーボカシ
ギワの肌調整 

乾　燥 

磨き仕上げ 

（ボカシレベリング剤）    （８０硬化剤） 

（カラーベース）　 （硬化剤）　 （シンナー） 

約１０分 

シリコンオフで汚れを除去し、タッククロ 
スでゴミを拭き取る。 

クリヤー仕上げをする範囲に塗る。 

クリヤー仕上げをする範囲にうすく２回塗りする。 

カラーベースのボカシ部よりやや広めにうすく２～３
回塗りボカシ目を消す。 

旧塗膜のパール感を確認しながらやや広めにうすく
２～３回塗る。 

うすく２回塗りし、色、パール感、ボカシギワの確認を行う。 
パール感が強すぎる場合、工程６に戻る。 

１５ １.５回転 

２.０回転 １０～１５ 普通 

１５～２０ １.５回転 
普通 （０.８�／秒） 

１.０～１.５
回転 

１０～１５ 

速め 

１５ １.５回転 速め 

２０～２５ １.５回転 普通 

２０～２５ １.５回転 普通 

２０～２５ １.５回転 速め 

プラサフをスポット塗りした部分は拾い塗りし、エアー
ブローしてから色ぎめする。 
数回に分けてスケのないように塗る。 
色ぎめ周辺部にボカシ塗りを行い、滑らかな肌に整える。 

パールベースの指触乾燥後、少しツヤが出るように
うすく捨て塗りを行い、十分に乾燥させてから数回
塗り、肌を整える。 
各回のフラッシュオフは、指触乾燥以上十分にとる。 

クリヤーのボカシギワのザラツキ部にうすく吹き付け、
肌を整える。 

ボカシギワの細かいザラツキ部にうすく数回塗り、
ツヤが均一に出る程度に仕上げる。 

ボデー温度キープ 

ゴミ付着・肌アレ部はP１５００～P２０００のペーパーまたは砥
石で水研ぎする。 
研ぎ部・ボカシ部はスーパーコンパウンド（研磨用）で磨き
肌を整える。 
更にスーパーコンパウンド（仕上用）で磨きツヤを整える。 
（スポンジバフがよい） 

拾い塗り～色ぎめ 

１ １００ 

１０ １００ ６０～８０ 

（D） １００ ５０～１００ 

  （C） 　　（ボカシレベリング剤） 

クリヤーのボカシ〔Ⅰ〕 

１００ １０～２０ 

  （D） 　　 （ボカシレベリング剤） 
クリヤーのボカシ〔Ⅱ〕 

スーパーコンパウンドシステム 

強制乾燥の場合はセッティング約１０分 
２０℃×３時間以上または６０℃×２０分 

（ボカシギワ２０℃×１６時間以上 
または６０℃×４０分） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

７ 

６ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

（A） 

　（A）　 　　　　　 （シンナー） 
ボカシ 

１００ ５０～６０ （B） 

下塗り 
（ボカシレベリング剤）    （80硬化剤） 

１ １００ 

（ボカシレベリング剤）    （80硬化剤） 

１ １００ 

３～５ 

（パールベース） （硬化剤） （シンナー）　　（B） 

１０ １２０～ 
１３０ １００ 

（パールベース） （硬化剤） （シンナー） 

１０ １２０～ 
１３０ １００ 

（C） １０ １００ ５～２０ 

（SUクリヤーベース）     （硬化剤）    （シンナー） 

捨て塗り～仕上げ塗り 

指触乾燥以上 

-

1）ブロック・全塗装は工程３と４・５のボカシおよび１１を除く。尚、１はP６００～P８００ペーパーで全面を研ぐ。 
注）�スプレー条件 

スプレーガン口径 ： １.３ｍ／ｍ 
吹　付　圧　力 ： ０.１５～０.２０MPa（１.５～２㎏／�）�
　　　　　　　   （ボカシギワの肌調整０.１０～０.１５MPa（１～１.５㎏／�））�
スプレーパターン ： 全開 

�
�再補修する場合は必ず強制乾燥（６０℃×２０分）を 
行ってから塗装して下さい。 

�吐出量バルブの回転数はワイダー８８タイプ。 

スプレー条件（参考） 

3コートパールのボカシ塗装 
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脱脂・清掃 

上塗り 

乾　燥 

磨き仕上げ 

（ソリッドエナメルベース） （硬化剤） （シンナー） 

仕上げ塗り 
 （A）　　　　　（シンナー） 

シリコンオフで汚れを除去し、タッククロ 
スでゴミを拭き取る。 

１０～１５ ２.０回転 普通 （０.８�／秒） 
塗り肌を見ながら数回に分けて塗り
込み仕上げる。 

ボデー温度キープ 

ゴミ付着・肌アレ部はP１５００～P２０００
のペーパーまたは砥石で水研ぎする。 
研ぎ部・ボカシ部はスーパーコンパウ
ンド（研磨用）で磨き肌を整える。 
更にスーパーコンパウンド（仕上用）
で磨きツヤを整える。（スポンジバフが 
よい） 

拾い塗り～色ぎめ 

０～２０ １００ 

（A） 

（B） 

１０ １００ ５０～７０ 

スーパーコンパウンドシステム 

２ 

３ 

５ 

６ 

１）赤系濃色の場合はクリヤー仕上げをして下さい。 
２）エナメルの色ぎめの後、クリヤーで仕上げ塗りをすると、ツヤ、肉持ち感などの仕上がりは更に向上します。 
但し色が変化する場合があるので、色合わせの時に確認して下さい。 

ソリッドカラーのボカシ塗装仕様 

ボカシギワの
肌調整 

１.０～１.５ 
回転 １０～１５ -

ボカシギワのザラツキ部にうすく吹
き付け、塗り肌を整える。 

ボカシギワの細かいザラツキ部にう
すく数回吹き付け、ツヤが均一に出
る程度に仕上げる。 

１００ ５０～１００ （C） 

  （B） 　　 （レタンPGボカシレベリング剤） 

上塗りのボカシ〔Ⅰ〕 

１００ １０～２０ 

  （C） 　　（レタンPGボカシレベリング剤） 

上塗りのボカシ〔Ⅱ〕 

４ 

（拾い塗り） 
プラサフ部を中心に拾い塗り 
（色ぎめ） 
数回に分けてスケのないように塗る。 

強制乾燥の場合はセッティング約１０分 
２０℃×３時間以上または６０℃×２０分 

（ボカシギワ２０℃×１６時間以上 
または６０℃×４０分） 

補修塗装部より広めにSUウォッシュコンパウンド/
スコッチブライトP１０００～P１２００で水研ぎする 

旧塗膜の 
足付け 

１ 

�再補修する場合は必ず強制乾燥（６０℃×２０分）
を行ってから塗装して下さい。 
�吐出量バルブの回転数はワイダー８８タイプ。 

注）�スプレー条件 
スプレーガン口径 ： １.３ｍ／ｍ 
吹　付　圧　力 ： ０.１５～０.２０MPa（１.５～２㎏／�） 

 （ボカシギワの肌調整０.１０～０.１５MPa 
（１～１.５㎏／�））�

スプレーパターン ： 全開 

工 　　程 要　　　　　  領 作業のポイント 
スプレー条件（参考） 

吐出量バルブ 運行速度 距離（�） No.

標準塗装仕様 
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脱脂・清掃 

カラーベース 

セッティング 

クリヤー 

乾　燥 

磨き仕上げ 

（メタリックエナメルベース） （硬化剤） （シンナー） 

ムラ消し 
 （A）　　　　　（シンナー） 

約１０分 

（A） 

シリコンオフで汚れを除去し、タック
クロスでゴミを拭き取る。 

１５～２０ 

２.０～２.５ 

１０～１５ 

２.５～３.０ 
回転 

普通 （０.８�／秒） 

２.５～３.０ 
回転 

３.０～４.０ 
回転 

普通 

普通 

（捨て塗り） 
うす塗りをしてハジキを確認する。
ハジキが出た時は指触乾燥後２～３
回霧吹きして直す。 
（色ぎめ） 
スケのないように塗る。 

うすく追っかけ１～２回塗りしてムラ
消しを行う。 

メタリックエナメルの指触乾燥後、少
しツヤが出るようにうすく捨て塗り
を行い、十分に乾燥させてから数回
塗り、肌を整える。各回のフラッシュ
オフは、指触乾燥以上十分にとる。 

ボデー温度キープ 

ゴミ付着・肌アレ部はP１５００～P２０００
のペーパーまたは砥石で水研ぎする。 
研ぎ部はスーパーコンパウンド（研磨用） 
で磨き肌を整える。 
更にスーパーコンパウンド（仕上用） 
で磨きツヤを整える。（スポンジバフ
がよい） 

捨て塗り～色ぎめ 

０～２０ １００ 

１０ １００～ 
１２０ １００ 

１０ １００ ５～２０ 

（SUクリヤーベース）    （硬化剤）    （シンナー） 

指触乾燥以上 

スーパーコンパウンドシステム 

強制乾燥の場合は 
セッティング約１０分 

２０℃×３時間以上 
または６０℃×２０分 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

メタリック・2コートパールの全塗装 

1）２５℃以上の場合は、SUクリヤーSをお使い下さい。 

P６００～P８００のペーパーまたは、SUウォッシュ
コンパウンド/スコッチブライトP１０００～P１２００
で水研ぎする 

旧塗膜の 
足付け １ 

注）�スプレー条件 
スプレーガン口径 ： １.３ｍ／ｍ 
吹　付　圧　力 ： ０.２５～０.３０MPa（２.５～３㎏／�） 
スプレーパターン ： 全開 

�
�再補修する場合は必ず強制乾燥（６０℃×２０分）を 
行ってから塗装して下さい。 
�吐出量バルブの回転数はワイダー８８タイプ。 

工 　　程 要　　　　　  領 作業のポイント 
スプレー条件（参考） 

吐出量バルブ 運行速度 距離（�） No.

標準塗装仕様 
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6

P６００～P８００のペーパーまたは、SUウォッシュ
コンパウンド/スコッチブライトP１０００～P１２００
で水研ぎする 

旧塗膜の 
足付け 

脱脂・清掃 

上塗り 

乾　燥 

磨き仕上げ 

（ソリッドエナメルベース） （硬化剤） （シンナー） 

仕上げ塗り 
 （A）　　　　　（シンナー） 

シリコンオフで汚れを除去し、タック
クロスでゴミを拭き取る。 

１０～１５ 

１０～１５ 

普通 （０.８�／秒） 

３.０～４.０ 
回転 

３.０～４.０ 
回転 

普通 

プラサフ部を拾い塗りし、数回に分
けてスケのないように塗る。 
各回のフラッシュオフは、指触乾燥
以上十分にとる。 

塗り肌を見ながら数回に分けて塗り
込み仕上げる。 

ボデー温度キープ 

ゴミ付着・肌アレ部はP１５００～P２０００
のペーパーまたは砥石で水研ぎする。 
研ぎ部はスーパーコンパウンド（研磨用） 
で磨き肌を整える。 
更にスーパーコンパウンド（仕上用） 
で磨きツヤを整える。（スポンジバフ
がよい） 

捨て塗り～色ぎめ 

０～２０ １００ 

（A） １０ １００ ５０～７０ 

スーパーコンパウンドシステム 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

注）�スプレー条件 
スプレーガン口径 ： １.３ｍ／ｍ 
吹　付　圧　力 ： ０.２５～０.３０MPa（２.５～３㎏／�） 
スプレーパターン ： 全開 

�
�再補修する場合は必ず強制乾燥（６０℃×２０分）を 
行ってから塗装して下さい。 
�吐出量バルブの回転数はワイダー８８タイプ。 

1）赤系濃色の場合はクリヤー仕上げをして下さい。 
2）エナメルの色ぎめの後、クリヤーで仕上げ塗りをすると、ツヤ、肉持ち感などの仕上がりは更に向上します。 
但し色が変化する場合があるので、色合わせの時に確認して下さい。 

ソリッドカラーの全塗装 

強制乾燥の場合は 
セッティング約１０分 

２０℃×３時間以上 
または６０℃×２０分 

工 　　程 要　　　　　  領 作業のポイント 
スプレー条件（参考） 

吐出量バルブ 運行速度 距離（�） No.
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ホワイト・クリヤーの使い分け 

レタンPGマルチ  FCシリーズ 硬化剤・添加剤・補助剤 

品　　名 用　　途 特　　長 注　　意 

�磨き作業性がよい 
�シマリがよい 
�作業巾が広い ������
�トマリがよい�
�ツヤ、肉持ちがよい ������
�トマリがよい�
�ツヤ、肉持ちがよい 
�塗り肌がよい ������
�ツヤ、肉持ちがよい 
�塗り肌が新車と 
同レベルが得られる �������������
�磨き作業性がよい 
�シマリがよい 
�原色との相溶性がよい ����������������������
�クリヤー塗装時の 
　戻りムラが起きにくい �������������
�シマリがよい 
�塗り肌がよい �������������������
�ツヤ、肉持ちがよい 
�塗り肌が新車と 
同レベルが得られる 

 
 
 
 
 ������������������������������������������ブース内塗装が原則 
�乾燥  ６０℃/４０分 
 
�������通常２５℃以下 
 �������������通常２５℃以上 
 ��������������通常２５℃以下 
 �������������通常２５℃以上 
 �������������通常２５℃以下 
 �������������通常２５℃以上 
 ����������������ブース内塗装が原則 
�乾燥  ６０℃/４０分 

５０～７０％             ４０～６０％             ５０～７０％                ３０～４０％                      ３５～４０％                                ０～１０％                                ５～２０％                             ０～１０％ 

��ホワイトの標準 
　仕上げ用�　���������
�ホワイトの標準 
　仕上げ用����������
�ホワイトの 
　高級仕上げ用��������������
�ホワイトの 
　最高級仕上げ用���������������
�メタリックカラー 
　のクリヤー 
�ソリッドカラーの 
　ニゴリ用クリヤー ����������������
�メタリックカラー 
　の専用クリヤー 
　（ニゴリ使用不可） ��������������
 
　 
　 
　���������
�メタリックカラー 
　の最高級仕上げ用 
　クリヤー 
　（ニゴリ使用不可）�　�

 ３８８-５３１ 
ホワイト ���������
３８８-１４１ 

リッチホワイト ����������
３８８-５３５ 
SUホワイト �������������
３８８-５３３ 
ホワイト匠 ���������
３８８-０２６ 
クリヤー ������
３８８-０２７ 
クリヤーS ������
３８８-０４６ 

クオーツクリヤーZ ������
３８８-０４７ 

クオーツクリヤーZ（S） ������
３８８-０２９ 
SUクリヤー ������
３８８-０３０ 
SUクリヤーS��������������
３８８-０２８ 
クリヤー技 

シンナー 
希 釈 率  

微調色用の原色で使用頻度の高い原色を１６色準備しております。 

入れ過ぎることがなく計量調色精度及び調色作業性がアップし、修正が容易

になります。 

レタンPGマルチ　３６１  オキサイドエローFC 

レタンPGマルチ　３６５  ファストブルーFC 

レタンPGマルチ　３６６  ファストグリーンFC 

レタンPGマルチ　４００  ディープブラックFC 

レタンPGマルチ　５３１  ホワイトFC 

レタンPGマルチ　５５４  エクセルブラウンFC 

レタンPGマルチ　５８２  チンチングブラックFC 

レタンPGマルチ　５８４  インディアンレッドFC 

レタンPGマルチ　６１８  ディープグリーンFC 

レタンPGマルチ　６２０  ストロングレッドFC 

レタンPGマルチ　６２６  レディッシュバイオレットFC 

レタンPGマルチ　６６１  サイレントブルーFC

容　量 

３００ml

コ ード  製　品　名 

３８１-３６１ 

３８１-３６５ 

３８１-３６６ 

３８１-４００ 

３８１-５３１ 

３８１-５５４ 

３８１-５８２ 

３８１-５８４ 

３８１-６１８ 

３８１-６２０ 

３８１-６２６ 

３８１-６６１ 

レタンPGシンナー超速乾形 

レタンPGシンナー速乾形 

レタンPGシンナー標準形 

レタンPGシンナー遅乾形 

レタンPGシンナー超遅乾形 

レタンPGシンナー超々遅乾形 

レタンPGボカシ用シンナー標準形 

レタンPGボカシ用シンナー超遅乾形 

レタンPGボカシレベリング剤標準形 

レタンPGボカシレベリング剤遅乾形 

レタンPGボカシレベリング剤超遅乾形 

レタンPG８０硬化剤 

レタンPG８０硬化剤速乾形 

プラスチック用マルチ硬化剤 

スポイラー用マルチ硬化剤 

レタンPG硬化促進剤 

レタンPG添加剤M２ 

レタンPGメタリックナイス 

エコラッカーシンナー 

２石ラッカーシンナー 

容　量 

１６Ｌ 
 
 
 

４Ｌ・１６Ｌ 
 
 
 
 

１６Ｌ 
 
 
 

４Ｌ・１６Ｌ 
 
 
 
 
４Ｌ 
 
 
 
 

０.９�・３.６��
 
 
 

１Ｌ・４Ｌ 
 
 

０.９��
 

２００ml 
 

０.９��
 
 

１６Ｌ 

製品コード 製　品　名 

２９４-８０５ 

２９４-８０４ 

２９４-８０３ 

２９４-８０２ 

２９４-８０１ 

２９４-８０６ 

２９４-８３１ 

２９４-８３０ 

３８８-０２２ 

３８８-０２３ 

３８８-０２４ 

３８８-００６ 

１５-３８８-９０１ 

３８９-９０１ 

３８９-９０２ 

３２７-００１ 

１２-３０２-０２０ 

９１-３８８-１００ 

９４２-００１ 

９４２-００２ 

�メタリックカラー 
　の高級仕上げ用 
　クリヤー 
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原色一覧 

色　　系 

メタリック 
ベ ー ス  

パ ー ル 
ベ ー ス  

ホワイト 

エロー 

グリーン 

クリヤー 

グラファイト 
マイクロチタン 
板状酸化鉄 

ブラック 

ブルー 

バイオレット 

マルーン 

レッド 

製　品　名 

１０１  メタリック細目 
１０９  メタリック粗目 
１１１  メタリックホワイト 
１２２  メタリックメークホワイト 
１２３  メタリックニューメークホワイト 
１２４  メタリックスノーファイン 
１２６  メタリックスペシャルファイン 
１３６  メタリックスペシャルホワイト 
１３７  シルキーメタリック 
２０２  サンメタリック 
２１０  サンメタリック極粗目 
２２０  ニューサンメタリック 
２２１  サンメタリックブライト 
２２２  メタリックハイホワイト 
２５２  スターメタリック 
２５３  グランドメタリック 
８３４  メタリックフラッシュホワイト粗目 
８３５  メタリックフラッシュホワイト 
８３６  メタリックフラッシュホワイト細目 
８４２  スターダストメタリック 
８４３  ファジーメタリック 
８５０  メタリックゴールド 
５３１  ホワイト 
５３３  ホワイト「匠」 
５３５  SUホワイト 
１４１  リッチホワイト 
４００  ディープブラック 
４１１  スペシャルブラック 
４５０  パワーブラック 
５８２  チンチングブラック 
６４９  スーパーブラック 
３６５  ファストブルー 
６００  コバルトブルー 
６１４  スペシャルブルー 
６２１  オリエンタルブルー 
６２２  ナチュラルブルー 
６３８  ディープブルー 
６４０  ビビットブルー 
６５２  プルシアンブルー 
６６１  サイレントブルー 
６６４  ネビュラブルー 
６２６  レディッシュバイオレット 
６０８  リッチマルーン 
６１３  エンリッチマルーン 
６３５  ディープマルーン 
４８０  ローザンオレンジ 
４９０  フレアオレンジ 
５８４  インディアンレッド 
５８７  ベネチァンレッド 
６０９  ローヤルレッド 
６１０  ワインレッド 
６２０  ストロングレッド 
６２３  ファインレッド 
６２５  リッチレッド 
６３４  ディープレッド 
６４１  ピュアレッド 
６４２  シルクレッド 
６４３  ブライトレッド 
６６５  クリムズンレッド 
６８０  ライプレッド 
６８１  ライプオレンジ 
５５４  エクセルブラウン 
３６１  オキサイドエロー 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

��
� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

��
� 

� 

� 

� 

� 

� 
× 
× 
× 
× 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

��
� 

� 

� 

� 

��
��
� 

� 

� 

��
� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

��
��
��
��
��
� 

� 

� 

� 

� 

� 

��
��
× 
× 

� 

� 

� 

� 

��
� 
× 

� 

� 

� 

��
� 
× 

� 
× 
○ 
× 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 
× 

� 

� 
× 

��
��
× 

� 

� 
× 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

��
×�
×�
×�
��
� 

� 

��
× 
× 
× 
× 
× 
× 
×�
× 

� 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

� 

��
��
� 

� 
× 
× 

� 
× 

� 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
×�
� 
× 
× 
×�
��
× 
× 
× 
× 
× 
×�
× 
× 
× 
× 
× 
×�
×�
× 
× 
× 

� 

� 
× 

� 
× 

� 

� 

��
��
� 

� 

� 

� 
 
 
 
 
 
 

�
� 

� 

��
��
� 

� 

� 

� 
× 
× 
× 

� 
× 

� 
 
 
 
 
 
 
 
× 
× 

��
��
× 

� 
× 
× 
× 
× 
× 

� 
× 
× 
 
 
 
 
 
 
 
× 
× 

� 

��
� 
× 
０.９��

パ ー ル 
リキッド  

３００ml

× 
× 

容　　量 

０.９��３.６��１６��
色　　系 製　品　名 

４８１  レプーエロー 
５４０  メジアムエロー 
５６５  ゴールドエロー 
５８１  レモンエロー 
６３０  ポタマンサスエロー 
６３１  レバノンエロー 
６４５  ブライトエロー 
６６２  パーシモンエロー 
６６３  ペールエロー 
３６６  ファストグリーン 
６０７  サニーグリーン 
６１８  ディープグリーン 
０２８  クリヤー「技」 
０２６  クリヤー 
０２７  クリヤーS 
０４６  クォーツクリヤーZ 
０４７  クォーツクリヤーZ（S） 
０２９  SUクリヤー 
０３０  SUクリヤーS 
２１５  パールベース3 
２４３  パールベース4 
２１２  ブロンズ 
２１３  ファインレッド 
２１７  ホワイト 
２１８  ブラウン 
２４２  スーパーファイン 
２４４  ファインブルー 
２４５  グリーン 
２４６  ファイングリーン 
２４７  ブライトホワイト 
２４８  レッド 
２４９  ニューレッド 
２６０  ライトゴールド 
２６１  ペールレッド 
２６２  ペールブルー 
２６３  ライラック 
２６４  レッドブラウン 
２６５  ファインゴールド 
２６６  ブロンズレッド 
２７０  サファリブライト 
２７１  ホワイトクォーツ 
２７２  スーパーグリーン 
２７３  スーパーゴールド 
２７６  ピュアホワイト中目 
２７７  クリスタルホワイト 
２８０  パシフィックブルー 
２８１  カッパーレッド 
２８２  シャイニーブラウン 
２８３  スーパーシャイン 
２８４  ライトブラウン 
２８６  クリスタルブルー 
２８７  クリスタルレッド 
２８８  クリスタルグリーン 
２８９  シャイニーレッド 
２９０  ソフィアパープル 
２９１  コスミックブルー 
２９２  マイクロシルバー 
２９３  ストリームグリーン 
６５１  グリントベース 
６５３  ファインホワイト 
５７１  アイアンオキサイド 

容　　量 

０.９��３.６��１６��

ブラウン 

エロー 

４L 

１６L

１６L

1）�＝常備在庫　－＝受注生産　×＝製造しない　2）クリヤーは4Ｌ、16Ｌ 

7
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●下地仕様 

プラスチック部品　仕様概要 

下　　　　　　　地 

パ  

テ 

プ
ラ
イ
マ
ー 

プ

ラ

サ

フ

 

KARプラスチックプライマー 

クリヤーホワイト 

（PP） 
○ 

２０℃×１５分 ○ 

☆ 
SU  PPパテ 

A　ベース 
B　ベース 

２０℃×４０分 
または 

５０℃×２０分 

JUSTウレタンプラサフ 

JUST H-S フィラー、H-S フィラーA

１００ 

１００ 

－ 

－ 

－ 

－ 

１００ 

－ 

２０ ４０ 

１００ 
４０ 

４０～５０ 

２０～４０ １０～３０ ３５～４５ 

－ 

－ 

－ 

１００ 

SUウレタンプラサフⅡベース 

充
�

接
着
剤

 

乾　　　燥 硬質バンパー 

指触、研磨可能 
２０℃×約５分～１０分 

完全硬化 
２０℃×１～２時間 

 

シュワミックス　　軟質 ○ 

○ 

○ 

軟質バンパー 

○ 

○ 

× 

シュワミックス　　半硬質 

シュワミックス　　硬質 
折れたプラスチックの接着や強度 
の必要な補修に最適 
ガラス、FRP、金属の接着も可能 

SUウレタンプラサフAベース 
６０℃×４０分 

プラスチック用マルチ硬化剤 

PG２Kシンナー 

SUウレタンプラサフA ベース 
スポイラー用マルチ硬化剤 
PG２Kシンナー 

６０℃×４０分 

☆ 

－ 

－ 

－ 

☆ 

－ 

－ 

☆ 

－ 

－ 

－ 

－ 

○ 

１００ 

５０ 
５０ 

乾　　燥 
バ ン パ ー  
PP ウレタン 

スポイラー 
硬質 軟質 

●上塗仕様 

上　　　　　　　塗 

①
ソ
リ
ッ
ド
カ
ラ
ー

 

ソ
リ
ッ
ド

 
ク
リ
ヤ
ー

 

メ
タ
リ
ッ
ク
・
パ
ー
ル 

ク
リ
ヤ
ー

 

②
メ
タ
リ
ッ
ク
・
パ
ー
ル
カ
ラ
ー 

○ 

－ 

☆ 

－ 

○ 

－ 

○ 

－ 

PG８０ソリッドベース 
プラスチック用マルチ硬化剤 
PGシンナー 

１００ 
４０ 

５０～７０ 
○ 

－ 

☆ 

－ 

○ 

－ 

○ 

－ 

○ 

－ 

☆ 

－ 

○ 

－ 

○ 

－ 

－ 

○ 

－ 

☆ 

－ 

○ 

－ 

○ 

PG８０ソリッドベース 
スポイラー用マルチ硬化剤 
PGシンナー 

１００ 
４０ 

８０～１００ 

PG８０クリヤーベース（SU） 
プラスチック用マルチ硬化剤 
PGシンナー 

１００ 
４０ 

０～２０ 

PG８０クリヤーベース（SU） 
スポイラー用マルチ硬化剤 
PGシンナー 

１００ 
４０ 

２０～４０ 

PG８０メタリック・パールベース 
プラスチック用マルチ硬化剤 
PGシンナー 

１００ 
４０ 

８０～９０ 

PG８０メタリック・パールベース 
スポイラー用マルチ硬化剤 
PGシンナー 

１００ 
４０ 

１００～１２０ 

PG８０クリヤーベース（SU） 
プラスチック用マルチ硬化剤 
PGシンナー 

１００ 
４０ 

０～２０ 

PG８０クリヤーベース（SU） 
スポイラー用マルチ硬化剤 
PGシンナー 

１００ 
４０ 

２０～４０ 

バ ン パ ー  
PP ウレタン 

スポイラー 
硬質 軟質 

（
　
　
　
　
） 

い
ず
れ
か
を 

使
用 

注）プラサフはいずれかを使用。 

注）乾燥条件＝６０℃×４０分 ○　必ず実施 
☆　必要に応じて実施 
－　不要 
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下地処理標準仕様例 

下地  ［適用できる下地塗料類］ 

下地調整の塗料と工程 

LUC鈑金パテベースまたはLUC中間パテベース：１００ 
LUCパテ共通硬化剤　　　　　　　　　　　　  ：１～３ 

荒研ぎ ：オービタルサンダー P８０～P１２０ 
歪み抜き：ファイル P１２０ 

工 　　程 

ディスクサンダー P４０～P８０ 

旧塗膜へは付けないこと。 

（ベース：標準形） 

各塗膜層を約５mm以上出す 

（ベース：標準形） 

巣穴と小傷埋め。 

（ベース：標準形） 

旧塗膜の足付け 

（シンナー：速乾形または標準形） 

No.

乾燥 

塗膜ハガシ 

鈑金パテ付け 

２０℃／３０分以上 

ダブルアクションサンダー P１２０ 

３ 

乾燥 ２０℃／２０分以上 ７ 

乾燥 

面仕上げ 

２０℃／３０分以上 １０ 

乾燥 ２０℃／１.５時間以上または６０℃／２０分以上 １４ 

２ 

１ 

鈑金パテ研磨 ４ 

LUCポリパテベース：１００ 
LUCパテ共通硬化剤：１～３ 

旧塗膜へオーバーラップする事。 
ただし、ラッカー塗膜は不可。 

ポリパテ付け ６ 

LUCファイナルパテベース：１００ 
LUCパテ共通硬化剤　　  ：１～３ 

パテしごき付け 

水研ぎ P６００耐水ペーパー 
（濃彩色は P８００耐水ペーパー） 

プラサフ研ぎ 

９ 

１５ 

JUSTウレタンプラサフ 
ベース：１００ 
硬化剤：１０ 
レタンPGシンナー：２０～４０ 

プラサフ塗装 １３ 

荒研ぎ ：オービタルサンダー P１２０～P１８０ 
歪み抜き：ファイル P１８０ 

ポリパテ研ぎ ８ 

パテ周辺のエッジ出し、歪み抜き：ファイル P１８０ 
パテ面の仕上げ　　　　　 ：ダブルアクションサンダーP２４０ 

１１ 

フェザーエッジ出し ５ 

ダブルアクションサンダー P２４０ 足付け １２ 

要　　　　　  領 注　意　点 

分　類　名 製　品　名（　　）コードNo.

SU鈑金パテ（ベース：９１７-３３０、３３１、３３２、硬化剤：９１７-３００） 
SUパテ（ベース：９１７-３２３、３２４、３２５、硬化剤：９１７-３００） 
LUC鈑金パテ（ベース：９１７-３７１、３７２、３７３、硬化剤：９１７-３００） 
LUC中間パテ（ベース：９１７-３８１、３８２、３８３、硬化剤：９１７-３００） 
LUCポリパテ（ベース：９１７-３９１、３９２、３９３、硬化剤：９１７-３００） 
LUC FSミドルパテ（ベース：９１７-３８４、３８５、３８６、硬化剤：９１７-６００） 
LUC LS板金パテ（ベース：９１７-３９７、３９８、３９９、硬化剤：９１７-６００） 
LUC LS中間パテ（ベース：９１７-３９４、３９５、３９６、硬化剤：９１７-６００） 
LUC LSポリパテ（ベース：９１７-３９１、３９２、３９３、硬化剤：９１７-３００） 
LUC LSカーボンファイバーパテ（ベース：９１７-３７７、３７８、３７９、硬化剤：９１７-６００） 

SUウレタンプラサフA（ベース：３２７-７３０、硬化剤：３２７-７３１） 
SUウレタンプラサフⅡエコ（ベース：４７８-７６０、硬化剤：４７８-７６１） 
JUSTウレタンプラサフ（ベース：３２７-７４０、硬化剤：３２７-７４１） 
JUST H-S フィラー（ベース：３２７-７５０、硬化剤：３２７-７５１、７５２） 
JUST H-S フィラーA（ベース：３２７-７８０、硬化剤：３２７-７５１、７５２） 

KARプラサフグレー（１８３-１０１） 
KARプラサフグリーン（１８３-１０２） 
フィラーサフグレー（６７-１８３-００１） 
SUアクリルプラサフ（１８３-１２０） 
JUSTアクリルプラサフ（１８３-１３０） 

SUウォッシュコンパウンド（９１７-４００） 

AGコンビネーションフィラー７（１８３-００７） ラッカー系パテ 

ポリエステル系パテ 

ウォッシュコンパウンド 

ラッカー系プラサフ 

ウレタン系プラサフ 

レタンPG８０Ⅲの塗装 
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製品取扱上の注意事項 
 

（安全衛生他） 

予　防　策 
取り扱い作業中・乾燥中ともに換気のよい場所で使用し、粉
じん・ヒューム・ガス・ミスト・蒸気・スプレーを吸入しな
いこと。必要な保護具（帽子・保護めがね・マスク・手袋等）
を着用し、身体に付着しないようにすること。 
吸入に関する危険有害性情報の表示がある場合、有機ガス用
防毒マスク、又は、送気マスクを着用すること。又、取り扱
い作業場所には局所排気装置を設けること。 
皮膚接触に関する危険有害性情報の表示がある場合、頭巾・
えり巻きタオル・長袖の作業着・前掛を着用すること。 
火気を避けること。静電気放電に対する予防処置を講ずること。 
火災を発生しない工具・防爆型の電気機器・換気装置・照明
機器等を使用すること。 
裸火又は高温の白熱体に噴霧しないこと。 
本来の目的以外に使用しないこと。 
指定材料以外のものとは混合（多液品の混合・希釈等）しな
いこと。 
缶の取っ手を持って振ったり、取っ手をロープやフックで吊
り下げたりしないこと。 
取り扱い後は、洗顔、手洗い、うがい、及び、鼻孔洗浄を十
分行うこと。 
使用済みの容器は、火気、溶接、加熱を避けること。 
本品の付いた布類や本品のかす等は水に浸して処分すること。 
 
対　　応 
 

設備上の注意事項 
本品は、第2種有機溶剤を使用していますから「有機溶剤中
毒予防規則」や「消防法」などによって、作業場の環境など
を下記のようにととのえることが義務づけられています。 
①塗装ブースの制御風速は有機溶剤中毒予防規則に従ってく
ださい。 
②ブースの排気孔から外部にスプレーミストがもれないよう
にするために、水洗もしくはろ布などによるミストの除去
装置がつけてあることが必要です。 
�本品などのポリウレタン樹脂塗料では、塗装場周辺へのイ
ソシアネートの飛散を防止するために上記のことが重要です。
イソシアネートは水分にあうとただちに反応して毒性が消
えますから、人家の密集地ではできるだけ水洗ブースを使
うようにしてください。ドライブースの場合は、排気をさ
らにウォーターシャワーに通せば安全です。 
③塗装作業中は作業場内の換気を十分に行い、大気中の有機
溶剤濃度が許容濃度以下になるようにしてください。 
④強制乾燥を行う場合は、溶剤の上記濃度が爆発限界（溶剤
にもよるが容量比で1.1～7％）以下に保たれるように管理
してください。 
�ジェットヒーターなどの直火加熱方式は、引火の危険が非
常に大きいため、使わないでください。 
�その他、照明器具、モーター、スイッチなど、スパークの
飛ぶおそれのある器具は、必ず防爆形を使ってください。 

関連法規�
�労働安全衛生法（特定化学物質等障害予防規則、有機溶剤
中毒予防規則） 

�毒物及び劇物取締法。 
�消防法。 
�廃棄物の処理及び清掃に関する法律。 

詳細な内容は、化学物質等安全データシート 
（MSDS）をご参照ください。 

目 に 入 っ た 場 合  
 
皮膚に付着した場合 
 
 
吸 入 し た 場 合  
 
飲 み 込 ん だ 場 合  
 
 

直ちに、多量の水で洗うとともに医師
の診察を受けること。 
直ちに拭き取り、石けん水で洗い落と
し、痛みや外傷等がある場合は、医師
の診察を受けること。 
空気の清浄な場所で安静にし、必要に
応じて医師の診察を受けること。 
直ちに医師に連絡すること。無理に吐
かせないこと。 

： 
 
： 
 
 
： 
 
： 

漏出時や飛散した場合は、砂、布類（ウエス）等で吸い取り、拭き
取ること。 
火災時には、炭酸ガス、泡、又は、粉末消火器を用いること。 
 
保　　管 
指定容器を使用し、完全にふたをして湿気のない場所に保管す
ること。 
直射日光、雨ざらしを避け、貯蔵条件に基づき保管すること。 
子供の手の届かない場所に保管すること。又、関連法規に基づ
き適正に管理すること。 
 
廃　　棄 
本品の付いた布類や本品のかす、及び、使用済み容器を廃棄す
るときは、関連法規を厳守の上、産業廃棄物として処分すること。
（排水路、河川、下水、及び、土壌等の環境を汚染する場所へ廃
棄しないこと。） 

 
施工後の安全 
本製品は揮発性の化学物質を含んでいますので、塗装直後の引
渡しの場合は、施主様に対して安全性に十分に注意を払うよう
に指導してください。例えば、不特定多数の方が利用される施
設などの場合は、立看板などでペンキ塗り立てである旨を表示し、
化学物質過敏症ならびにアレルギー体質の方が接することのな
いようにしてください。 
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